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３月１４日の青森沖（十勝沖）と千葉県東方沖の地震  

	 １４日に津波注意報を伴う青森沖の地震（Ｍ6.8）と千葉県等で震度５強を記録した地震がたて続けに
発生したことから、１５日のテレビでは、色々な報道がなされました。この２つの地震には直接の因果

関係はありませんが（＝偶然同じ日に発生した）、現在の日本が極めて地震が発生しやすい状況である事

を皆様も実感としてご理解頂けたのではないかと存じます。 
	 特に青森沖の地震は「アウターライズ」という日本海溝の東側で発生したのですが、この言葉が急に

一般的になってきた事を実感させます。アウターライズ地震は、マグニチュードの割に大きな津波を引

き起こす事が知られています。マグニチュードというのは、断層の幅ｘ高さｘずれの量で決まるのです

が、通常青森沖で発生する地震（逆断層型）とアウターライズ地震では断層の角度が違うのです。もし

この断層の幅などの条件が同じ（＝断層面の大きさとずれの量は同じ）でも下のポンチ絵にありますよ

うに海面を押し上げる効果が違います。 
 

 
 
	 つまりアウターライズ地震は規模の割に大きな津波を生じる可能性があり、さらに陸域から離れて

いますから、当然陸域で観測されるゆれ（震度）も小さくなります。1933年の昭和三陸地震がこのタイ
プだったのですが、やはり揺れが小さかったため、岩手県では避難する人が少なかったのです。 
 
	 千葉県東方沖の地震は今後の首都圏直下型地震の発生をさらに早めた可能性があります。３．１１の

地震が無くても首都圏直下型地震というのは「いつ来てもおかしくない」状況でした。出来る限り地震

活動の揺らぎを“科学的な偏見をもって”異常を見逃さないよう監視していく事が必要だと思います。 
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